
１．はじめに

南部黒瀬川帯（坂州帯）に分布する上部三畳系寒

谷層は、東西性の断層にはさまれ細長いレンズ状を

なし、木沢村坂州の寒谷川沿いおよび坂州木頭川の

限られた範囲に分布する（図１・図２）。寒谷層は上

部ペルム系檜曽根層群を不整合に覆い、上位は下部

ジュラ系の坂州層群広瀬層によって不整合に覆われ

ている（石田・香西、2005）。寒谷層と檜曽根層群

の不整合は坂州不整合（市川ほか、1953）として報

告されている。ある地層が形成されたあと隆起し、

陸上で浸食され、その浸食面上により新しい地層が

形成されることがある。このとき、この両者の地層

は不整合関係、浸食面である地層の境界を不整合面

とよんでいる。

坂州橋下の露頭でみられる坂州不整合（市川ほか、

1953）は、下部ペルム系檜曽根層群の付加コンプレ

ックスと上部三畳系寒谷層の浅海性堆積物とが不整

合関係で接している露頭である（石田・香西、2003）。

徳島県内でおそらく最もよく知られた不整合露頭で

あり、西南日本外帯においても古生代付加コンプレ

ックスと三畳紀浅海相との信頼できる唯一の不整合

露頭である。

この露頭を含むルートは、市原ほか（1953）によ

ってその詳細が報告された。当時から、不整合の中

でも傾斜不整合は、“造山運動”で代表される地殻

変動を示すものとして重要視されていたこともあ

り、彼らは調査にあたって500分の１、所によって

は200分の１の測量を行い、詳細なルートマップを

作成するなど、当時としては画期的な精度の調査手

法を用いた。この坂州不整合の調査結果をもとに、

市川ほか（1953）は、西南日本では内帯の“秋吉造

山”（小林、1941）で代表される古生代末/中生代初

の地殻変動が、外帯にも及んでいたことを論じ、
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図1 木沢村坂州地域の地質略図



“本州造山運動”が提唱された。現在では、プレー

ト運動論の視点に立って、坂州不整合は「黒瀬川帯

の付加体形成に伴い、上部ペルム系の付加コンプレ

ックスが隆起・浸食された後、浅海～前弧海盆堆積

相へと変化し、上部三畳系の浅海性堆積物とが不整

合関係で接している露頭」として説明されている

（石田・香西、2003）。

このように、坂州不整合は西南日本外帯の古生代

末～中生代初頭の構造運動に伴う堆積環境変化を考

察する上で、数少ない重要な露頭である。しかしな

がら市川ほか（1953）以降、新たな手法による不整

合の検証や記載的研究については、系統的には行わ

れていないことから、本調査では、坂州不整合に関

して、浅海堆積相の解析ならびに微化石による解析

手法を用いて、寒谷層の堆積学的な特徴を解明し、

基底礫岩の微化石年代学的検証を行い、不整合の意

義について考察した。

２．寒谷層の岩相・層序

寒谷層は層厚約50～75mあり、主に砂岩と礫岩で

構成される。地層の走向はおおよそ北西―南東方向

で、北へ急傾斜（80～90°）または、地層が逆転し

ているところも見られる（図２）。地層には小規模

な断層が数多く見られ、また露頭が散在的に分布す
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Fig. 3
Figs. 5E&6A・B

図3 坂州木頭川沿いに露出する寒谷層の露頭のスケッチ

図2 坂州木頭川に沿うルートマップ



るため、すべての層準を確認することはできない。

観察された露頭は寒谷層全体のほぼ中部の層準で

あり、層厚約12mの区間である（図３）。地層は主

に極細粒～細粒砂で構成され、時折、粗粒な砂岩層

や礫岩層をはさむ（図３・図４）。露頭には多くの小

断層がみられ、露頭中央部近くにある断層によって、

途中、分断されるものの、ほぼ連続的な層序を観察

できる（図３・図４）。地層は上位にいくにつれてや

や細粒化の傾向を示す。

地層の下部では、時折、礫が混じり、２枚の礫岩

層が特徴的にはさまれる。礫岩層は主に中粒砂～細

礫で構成され、長径２袍ほどの小礫サイズの亜円礫

も頻繁に含まれる。礫岩層中には粗粒堆積物に混じ

り貝化石の断面も確認できる。２枚の礫岩層ともに
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図4 坂州木頭川沿いに露出する寒谷層の露頭の柱状図



基底はシャープな浸食面をもち、上面は淘汰のよい

砂岩へと移行し、明瞭な上方細粒化を示す。

２枚の礫岩層の間にはさまれる淘汰の良い極細粒

～細粒砂岩部分ではハンモック状斜交層理が発達

し、平行葉理をともなう（図５A、B）。礫岩層上部

の粗粒砂岩からなる部分では大型斜交層理の発達も

みられた（図５C）。

地層の上部は粗粒～極粗粒砂岩層をはさむもの

の、全体的に下部に比べ細粒な堆積物によって構成

される。大部分は塊状無層理部からなり、一部の層

準において不明瞭な平行葉理や斜交層理が発達す

る。粗粒な砂岩層を挟む層準では、貝化石が塊状に

密集している部分が多くみられる（図５D）。

３．産出化石

観 察 さ れ た 層 準 の 石 灰 質 砂 岩 か ら は 、
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図５　A：細粒砂岩中のハンモック状斜交層理　B：ハンモック状斜交層理の拡大　C：礫層中の大型斜交層理　D：砂岩
中で塊状に密集する貝化石　E4：坂州不整合と寒谷層基底部に含まれる石灰岩・チャート巨礫　F：坂州不整合基
底部石灰岩―チャート互層巨礫の拡大写真　横幅は約５袍



Minetrigonia katayamai、Trigonodus? hashimotoi、

Chlamys mojsisovicsi、Oxytoma kashiwaiensis、

Mytilus nasai、Neoschizodus okumominetaniensis、

Palaeopharus oblongatusなどの二枚貝類が報告さ

れている（市川ほか、1953：平山ほか、1956：

Ichikawa、1954）。これらは、Carnianを示す。ま

た、本調査では詳細に観察されなかった上位層準の

細粒砂岩からは、Halobia kawadai、Tosapecten

suzukii、Chlamys mojsisovicsi、Pseudolimea

naumanni、Trigonulula sakawanaが報告されて

いる（市川ほか、1953）。これらは、Carnianもし

くはCarnian-Norianにレンジをもつものである。

４．堆積環境

寒谷層の観察された層準は主に細粒な堆積物から

なり、堆積構造としてハンモック状斜交層理を確認

することができる。ハンモック状斜交層理はストー

ム時などの波浪の影響によって、海底面につくられ

る堆積構造であり、浅海成堆積物中で広く知られる。

ここで観察されたハンモック状斜交層理はスウェー

ル部が卓越し、泥岩層をほとんどはさまず、また癒

着状の砂岩が発達することから、比較的浅海の下部

外 浜 域 で 堆 積 し た と 推 察 す る こ と が で き る

（Walker and Plint、1992）。

また、礫岩層や粗粒砂岩層中に認められる大型斜

交層理もハンモック状斜交層理と同様に波浪の影響

で形成されたと考えられる。増田（2001）は、スト

ーム時に海底の底質が細粒堆積物でなく、粗粒な場

合にはハンモック状斜交層理が形成されずに、粗粒

斜交層理が形成されることを報告している。ここで

観察された構造も同様なものと推察できる。さらに

礫岩層中の大型斜交層理の上位には弱いハンモック

状斜交層理が観察でき、基底の塊状礫岩から大型斜

層理、そしてハンモック状斜交層理への一連の変化

を示している。このことはストーム時の強い営力に

よって、粗粒な砂や礫がラグとして堆積し、その後、

波の減衰によって粗粒斜交層理ができ、細粒砂が堆

積する状況になってハンモック状斜交層理が形成さ

れたと考えられる（増田、2001）。

５．寒谷層基底部の残留巨礫と産出コノドント

坂州木頭川の河床に見える坂州不整合の寒谷層基

底部には、長径約２ｍの石灰岩チャート互層岩塊が

含まれている（図５E）。この石灰岩チャート互層岩

塊には顕著な溶食形態がみられ、石灰岩層が溶食さ

れている（図６A・B）．本来は，礫の右側が下向き

に位置していた際に溶食形態が形成されたものと推

測される。サンプリングした岩石を研磨すると、石

灰岩とチャートの互層が観察できた。さらに石灰岩

部分を見ると淡褐色の粒子支持型のグレインストン

で、散在的に暗緑色の緑色岩類亜円細礫が含まれて

いる（図５F）。

石灰岩部分からは保存状態のよいペルム紀前期コ

ノドントが多産することが知られている（石田、

1987）。本調査においてサンプリングした石灰岩部

分からはコノドントのMesogondolella bisselli、

Mesogondolella asiatica、Mesogondolella intermedia、

Mesogondolella gujioensis、Hindeodus minutus

minutus、Neostreptognathodus fol iatus、

Sweetognathus whitei（いずれもPa要素）が産出し
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図６　A：坂州不整合基底の石灰岩チャート互層岩塊の輪郭　B：石灰岩層が溶食された互層部
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図７坂州不整合基底の石灰岩・チャート巨礫から産するコノドントSEM写真. スケールバーは0.1mm
１, 2: Mesogondolella bisselli Pa （Clark & Behnken, 1971）;1a: oral view; 1b: lateral view;2a: oral view 2b:
lateral view; 2c. aboral view; 3, 4: Mesogondolella asiatica Pa （Igo, 1981）; 3a: oral view; 3b: lateral view; 4a:
oral view; 4b: aboral view; 5, 6: Mesogondolella intermedia Pa （Igo, 1981）; 5a: oral view; 5b: lateral view; 6a:
oral view; 6b: lateral view; 6c: aboral view; 7, 8: Mesogondolella gujioensis Pa （Igo, 1981）; 7: oral view; 8a:
oral view; 8b: lateral view; 9: Streptognathodus elongatus Pa Gunnell, 1933 oral view; 10: Hindeodus minutus
minutus Pa （Igo, 1981）.  lateral view; 11,12: Neostreptognathodus foliatus Pa Igo, 1981.  oral views; 13-17:
Sweetognathus whitei Pa （Rhodes,1963）.  oral views



た（図７）。このコノドント群集は、北米ネバダ

（Clark and Behnken、1971）、ならびに郡上八幡

（Igo、1981）のM. bisselli－S. whitei群集帯の群集

に対比され、ペルム紀前期後半（Artinskianあるい

はChunshanian Longlinian末）の年代を示す。この

群集には石炭期末～ペルム紀初期にレンジを持つ

Streptognathodus elongatusが伴うが、砕屑性の石

灰岩であることから、再堆積要素である可能性が高

い。

６．まとめ

上部三畳系寒谷層の調査された層準はハンモック

状斜交層理などの堆積構造から下部外浜域において

堆積したと解釈される。また、含まれる多くの軟体

動物化石はCarnianもしくはCarnian-Norianにレン

ジを示している。坂州不整合の寒谷層基底部に含ま

れる石灰岩チャート互層岩塊は顕著な溶食形態を示

しており、また石灰岩部分からは多くのコノドント

が産出し、ペルム紀前期後半の年代を示す。

寒谷層および坂州不整合は、付加コンプレックス

と浅海相との関係を特徴的に示しており、徳島県の

みならず日本の地質学史の上でも重要な意味を持

つ。また坂州木頭川沿いには、枕状溶岩などの地質

学的に価値の高い露頭が点在する。現在は2004年台

風10号の土砂災害により、河床部が砂礫に覆われて

いるため露頭状況がよくないが、坂州発電所から広

瀬の農村舞台下の比較的短い区間で、様々な事象が

観察できる点で、地質見学を行うのにたいへんよい

コースといえる。
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